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研 究

保育所における保育所看護師等の保健活動に対する

　　　　　　　　　自信とその影響要因について

山本　弘江1・2），西垣　佳織1，3），宮崎　博子4）

藤城富美子4），多屋　馨子5），上別府圭子1）

〔論文要旨〕

　保育所看護i師等の保健活動の実態および自信，自信に影響する要因を明らかにすることを目的に，全国認可保育

所2，289施設に質問紙調査を行い，看護師等の配置がある311施設の保育所長と看護師等から回答を得た。この結果，

保育所保健活動16項目に対する看護師等の自信は，保健活動の担当状況とほぼ合致し，保健活動の実態，看護i師等

配置の意義の評価，保育所勤務年数，休日保育の有無，子育て経験，小児看護臨床経験が影響を与えていた。保育

所看護i師等に期待される役割を実感し，その専門性を発揮した活動を行えるような環境の整備と，小児看護臨床経

験等を補い，専門性を高める研修等の開催，保育所看護師として長期的に働くためのキャリア支援の必要性が示唆

された。
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1．緒 言

　働きながら子育てをする家族にとって，保育所は欠

かせない存在である。平成20年に厚生労働省より発表

された保育指針では，改善点の1つとして健康・安全

のための体制充実が挙げられ，保育士だけでなく，保

育所に携わる全職員の連携・協力，専門的職員の確保

といった保育体制の重要性が述べられており，保育所

保健活動の専門家として保育所看護師等について明文

化がされることとなった1）。このような背景の中，上

別府らが2009年に行った全国調査では，看護師等の配

置は29．7％と，2000年の高野らの全国調査の17．7％か

ら10％以上高い結果が得られ，看護i師等の配置が以前

より進んでいた2・3）。低年齢児枠の拡大や延長保育，病

後児保育といった保育事業の拡充に伴い，保育所看護

師等に対して，その専門性を活かした子どもへの対応

と保護者および保育士への教育的役割への大きな期待

が寄せられている4）。このことは，遠藤の独立配置の

看護師等への調査結果からも明らかである5）。

　しかし，先行研究からは，保育所保健業務に対する

期待に反して，現状として保育所に配置されている看

護師等の役割は明確となっておらず，加えて，その多

くが一人職種であり，保育所保健業務を一人で担うこ

とについて，さまざまな葛藤がある中，孤軍奮闘して

いる6～1ω。

　このような保育所看護師等の現状に対し，専門職と

しての保育所保健活動への自信は，一人職場内での専

門性の発揮にも結びつく重要な要因であるが，この自
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信に着目した研究はない。保育所看護師等が保育所保

健活動に対し，どの程度の自信を持っているか，また

どのような要因が自信に影響を与えているかを明らか

にすることは，保育所看護師等のさらなる充足と保育

所保健の充実に重要である。

　そこで，全国の保育所看護師等の保育所保健活動に

対する自信に着目した研究を行った。

皿．研究目的

1　保育所看護師等の保育所保健活動に対する自信の

特徴を明らかにする。

2　保育所看護師等の保育所保健活動に対する自信に

影響する因子を明らかにする。

皿．用語の定義

　保育所看護師等とは，保育所に勤務する保健師，助

産師看護師准看護師を指す。ここでは雇用形態な

どは問わない。

　保育所保健活動とは，保育所において，看護師等が

行うべき，看護の専門性が高い業務とする。本研究で

は全国保育園保健師看護師連絡会が2005年に作成した

2つの柱（健康・安全管理，地域への子育て支援）か

らなる「保育園保健業務の活動領域」1°）を参照し，保

育および保育所保健の専門家6名で検討を重ねた具体

的な活動16項目を指す。

IV．研究方法

1．対　象

　全国認可保育所22，840施設に対し，層化無作為抽出

法を行い，1／10の2，289施設の保育所長，そして看護

師等の配置がある場合は看護師等を対象に質問紙を

配布した。保育所長1，075名（回収率47％）の回答で，

看護i師等の配置がある320施設（30％）のうち保育所長，

看護師等の2者の回答が得られた311組を分析対象と

した。

2．調査方法

　保育所長，看護師等それぞれに，無記名自記式質問

紙を用いて調査を行った。保育所の概要は，保育所長

より収集した。看護師等の背景と保育所保健活動の担

当状況，看護獅配置の意義，保育所保健活動に対する

自信については，看護i師等より収集した。なお本調査

は，平成21年10月厚生労働省の補助事業である日本保
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育協会「保育所の環境整備に関する調査」2｝の調査項

目の一部を使用した。

3．分析方法

　分析には統計解析パッケージPASW（Ver．16）を

用いて，保育所看護師等の背景および保育所の概要，

保育所保健活動の担当状況とそれに対する自信につい

て記述統計量を算出した。また，保育所保健活動に対

する自信と関連する要因に関して，Mann－Whitney　U

検定およびPearsonの相関係数を算出後，自信を従

属変数として，関連のある因子を独立変数とし，変数

減少法を用いて重回帰分析を行った。

4．倫理的配慮

　各対象者にはそれぞれ目的・方法を記した依頼文と

質問紙を配布した。研究参加は自由であり不参加でも

不利益は被らないこと，得られた結果は厳重に管理さ

れること，調査は無記名で保育所・個人は特定されな

い旨を依頼文に明記し，質問紙の返送をもって同意を

得たものとした。各施設の保育所長，看護師等は同一

IDによって管理した。なお，本研究は東京大学医学

部倫理委員会の承認を得て行われた。

V．結 果

1．保育所看護師等の現状

　保育所に配置されている看護師等の平均年齢は

43．64±10D4歳で，8割が子育て経験ありと回答し

た。1年以上の小児看護臨床経験を持つものは126

名（40．5％）であった。保育所での経験年数の平均は

1．73±0．77年で，全員が3年以下の経験であった。ま

た280施設（90％）は，看護師等が1名配置であった。

看護師等の雇用形態は166名（48．8％）が常勤専任配

置で，次いで常勤保育士定員内配置78名（22．9％）で

あった。保育特別事業の実施状況では，0歳児保育

299施設（96．1％），延長保育292施設（93．9％）とほ

とんどの保育所で実施していたが，休日保育29施設

（9．3％），病児・病後児保育44施設（14．1％）は低い実

施率であった。看護師等に保育所保健活動16項目の担

当状況について，「いつも担当する」（5点）～「担当

しない」（1点），「保育所にて実施していない」（0

点）で回答を得た結果，保健活動担当状況の合計（以

下，保健活動の実態）の平均は52．8±14．1点（range　10

～ 80）であり，α係数0919であった。各項目の担当
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表1　看護師等の保育所保健活動担当状況
n＝311

　　　　　いつも　ほとんどどちらとも　ほとんど　担当
rnean±SD
　　　　担当する担当する　いえない担当しないしない

　実施
　　　　　欠損値
していない

1）子どもの発育発達の把握

2）嘱託医との連携

3）子どもの健康管理

4）生活習慣の健康教育

5）薬の管理や与薬前後の状態観察

6）感染症の早期発見・対応，

7）けが，体調不良児の処置・対応

8）慢性疾患がある子どもへの対応

3．95±1．08

4．00±1．25

392±1．20

3．19±1．23

3．80±127

関係機関との連携392±105

9）障がい児への対応と関連機関との連携

10）気になる子への対応

11）被虐待児への対応

12）職員指導

13）保護者への保健指導

14）病児・病後児保育での健康観察

15）地域の子育て支援

16）災害時緊急時に備えた対応

420±0．75

3．57±1．13

2．30±1．38

2．61±1．12

2．22±1．35

3．56±129

3．65±1．46

291±1．87

2．10±1．59

2．82±1．31

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

1
7
8
9
0
8
4
2
5
2
8
7
7
2
4
3

4
4
0
2
5
2
5
1
5
4
4
7
6
2
8
9

3
4
4
1
3
3
3
2
　
　
　
2
3
2

33．1％　　　　　19．0％

25．1％　　　　14．5％

24．8％　　　　19．9％

27．3％　　　　33．1％

28．6％　　　　21．9％

35．0％　　　　21．2％

46．9％　　　　　129％

30．2％　　　　31．8％

9．6％　　　　33．1％

9．6％　　　　46．3％

6．4％　　　　33．8％

25．1％　　　　25．4％

23．8％　　　　15．4％

22．5％　　　　19．6％

119％　　　　17．0％

18．3％　　　　35．4％

5．1％　　　　　0．6％

4．8％　　　　　4．2％

7．1％　　　　　2．3％

13．5％　　　　　4．8％

5．5％　　　　　1．6％

5．5％　　　　　0。6％

1．0％　　　　0．0％

7．4％　　　　　1．6％

19．3％　　　　14ユ％

199％　　　　　9．3％

16．4％　　　　17．0％

9．0％　　　　　5．1％

9．6％　　　　　6．4％

3．5％　　　　　3．5％

18．0％　　　　　18．3％

16ユ％　　　　　9．6％

1．9％　　　　　6．1％

1．9％　　　　4．8％

1．9％　　　　　3．3％

3．9％　　　　45％

4．2％　　　　3．2％

1．6％　　　　　3．2％

0．3％　　　　　3．5％

2．6％　　　　5．1％

132％　　　　5ユ％

5．5％　　　　　5．1％

12．2％　　　　9．3％

2．6％　　　　　5．1％

4．2％　　　　39％

21．5％　　　　　7ユ％

19．0％　　　　　7．4％

6．1％　　　　　5．1％

保育所保健活動の実態（n＝234）

　　　　　　　（0～80）

52．8±14．1　（range　10～80）

状況を表1に示す。看護師等の主観で，実際の業務

を100とした時保健活動業務が占める割合は，平均

41．9±19．2％であった。看護師等配置の意義について，

「とても意義がある」（5点）～「まったく意義がない」

（1点）までの5段階で尋ねたところ，平均4．4±0．8点

であった。

虐待児への対応』，『地域の子育て支援』，『障がい児へ

の対応と関連機関との連携』，『気になる子への対応』，

『災害時緊急時に備えた対応』の5項目であった。『生

活習慣の健康教育』，『職員指導』，『保護i者への保健指

導』の3項目は，上記の肯定的，否定的評価のどちら

にも当てはまらない項目であった。

2．看護師等の保育所保健活動に対する自信の特徴（表2）

　看護師等の保育所保健活動16項目に対する自信につ

いて，「とても自信がある」（5点）～「まったく自信

がない」（1点）の5段階で尋ねた結果，16項目の合

計得点の平均は53．7±8．7点（range　33～80）であり，

α係数092であった。「とても自信がある」または「や

や自信がある」と回答した人が半数以上を占める自信

の高い保育所保健活動は順に，『薬の管理や与薬前後

の状態観察』，『けが，体調不良児の処置・対応』，『子

どもの発育発達の把握』，『子どもの健康管理』，『嘱託

医との連携』，『感染症の早期発見・対応，関連機関と

の連携』，『病児・病後児保育での健康観察』，『慢性疾

患がある子どもへの対応』であった。これに対し，「と

ても自信がある」または「やや自信がある」という肯

定的な評価よりも，「あまり自信がない」，「まったく

自信がない」という否定的な評価が高く，平均が3点

に満たない保育所保健活動は，低いものから順に『被

3．看護師等の保育所保健活動に対する自信に影響する

　因子

　看護師等の保育所保健活動に対する自信との関連を

明らかにするため，看護師等の職種，小児看護臨床経

験の有無，子育て経験の有無，資格取得学校，看護師

等の配置状況，通常保育以外の特別事業，雇用形態に

ついて自信の差を検定した結果，小児看護i臨床経験の

有無（p＝．001）と，子育て経験の有無（p＝．005），

休日保育実施の有無（p＝．003），常勤専任配置か否

か（p＝．002）について有意な自信得点の差が認めら

れた。次に看護i師等の年齢保育所勤務年数保健活

動業務割合，保健活動の実態，保育児童数，看護師等

配置年数看護師等配置の意義と自信の相関について

分析した結果看護師等の年齢（r＝．189），保育所

勤務年数（r＝．228）．保健活動業務割合（r＝．319），

保健活動の実態（r＝．650），看護師等配置年数（r

＝ ．176），看護師等配置の意義（r＝．371）の6項目
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表2　看護師等の保育所保健活動に対する自信
n＝311

mean±SD
　とても　　やや　　どちらとも　あまり　　まったく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欠損値
自信がある自信がある　いえない　自信がない自信がない

1）子どもの発育発達の把握

2）嘱託医との連携

3）子どもの健康管理

4）生活習慣の健康教育

5）薬の管理や与薬前後の状態観察

6）感染症の早期発見・対応，関係機関との連携

7）けが，体調不良児の処置・対応

8）慢性疾患がある子どもへの対応

9）障がい児への対応と関連機関との連携

10）気になる子への対応

11）被虐待児への対応

12）職員指導

13）保護者への保健指導

14）病児・病後児保育での健康観察

15）地域の子育て支援

16）災害時緊急時に備えた対応

3．71±0．69

3．65±O．84

3．69±0．74

3，27±0．82

4．00±0．74

3．63±0．76

3．90±0．71

3．56±0．75

2．82±0．85

2．91±O．82

2．70±0．84

3．42±O．84

3．40±0．89

3．58±0．85

2．78±0．97

2．92±0．82
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保育所保健活動の自信合計（n＝271）

　　　　　　　（0～80）

　　　　　　　（自信平均

53．70±8．70　（range　33～80）

3．36±0．54）

表3　看護i師等の自信に影響する因子’

標準化係数β　有意確率　R2　調整済みRL’

保健活動の実態　　　　　0．419

看護師等配置の意義　　0．125

保育所勤務年数　　　　　0．125

休日保育実施の有無　一〇．121

子育て経験の有無　　　　0．101

小児看護i臨床経験の有無　　　0．094

0．000

0．Ol7

0．010

0．010

0．034

0．049

O．337　　　0．324

＊重回帰分析　変数減少法

について，有意な相関が認められた（p＜Ol）。単回

帰分析で保育所保健活動に対する自信と有意な関連が

みられた10項目を独立変数とし，看護師等の自信を従

属変数として変数減少法で重回帰分析を行った。この

結果，保健活動の実態で担当業務が多いこと，看護i師

等配置の意義の評価が高いこと，保育所勤務年数が長

いこと，休日保育を実施していないこと，子育て経験

があること，小児看護i臨床経験があることの6項目に

有意な関連がみられた（p＜．05）（表3）。

VI．考 察

1　看護師等の保育所保健活動に対する自信

保育所保健活動に対する自信は，看護i師等の保健活

動の担当状況とほぼ合致する結果であった。自信の高

い項目は，保健活動の中でも，保育所特有の活動では

なく，小児保健や看護師等の臨床場面でも行われる活

動であり，専門性が自信に結びついたと考えられる。

しかし，『職員指導』，『保護者への保健指導』という

指導項目は，担当している割合は高いが，自信を持て

ない現状であった。村上らは「園児や保護者に対する

健康教育」が最も看護師等に期待する役割であること

を示したが6），一方で保育所看護職が不明確な立場で

あり，保育業務の中で専門性を発揮できにくいと指摘

している12）。また，矢野は，保育所看護師の「思い」

として保育所看護i職者としてのジレンマを明らかに

し，保育所看護職者としての専門性への自信のなさが

保護者や保育士に対して専門職としての意見を主張す

ることが困難な状況を生み出し，対人関係上のジレン

マが生じなかなか取り組めない状況が生じていると述

べている13）。本研究結果からも，保育所保健活動の専

門家として職員や保護者へ指導的な立場で接すること

へのジレンマや困難感が生じ，担当している割合が高

いにもかかわらず，保育所保健活動に対する自信に反

映していない可能性が示唆された。また，自信につい

て否定的な自己評価であった5項目のうち，『被虐待

児への対応』，『地域の子育て支援』は，「健やか親子
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21（第2次）」141においても，基盤課題や重点課題と

して位置づけられており，支援の充実が求められてい

る。地域の子育て支援拠点として保育所保健活動にお

いても対応が急務であり，専門家として自信を持って

対応できるよう保育所看護師等に対する研修等の方策

が必要である。『障がい児への対応と関連機関との連

携』，『気になる子への対応』，『災害時緊急時に備えた

対応』といった近年着目されてきた比較的新しい課題

についても，保育所看護i師等への役割期待が高く，対

応が求められる。

2．保育所看護師等の保育所保健活動に対する自信に影

　響する因子

　看護師等の保育所保健活動に対する自信にもっとも

高い影響を持つものは，保健活動の実態，次いで看護

師等配置の意義の評価，保育所勤務年数であった。湯

目は，看護師の役割を実感し，専門性を発揮する機会

が保障されることで看護師としての自信につながると

考察した15）。本研究結果からも，保健活動をより多く

担当し，自分が保育所で働くことの意義を感じること

が自信に関連していた。そして保育所の勤務経験を重

ねることで，その役割や専門性が明確となり自信につ

ながる。今後，幼保連携推進に伴う認定子ども園の設

置から保育所看護i師等に期待される役割はさらに高ま

ると予測される。小児看護i臨床経験や子育て経験に左

右されることなく，一人職種でも保育所保健活動の専

門家として活動できる職業アイデンティティの確立が

求められる。保育所の中で，多職種が協働して子ども

とその家族の健康，発育，発達を支援するうえで，専

門家として指導的な立場で接することへのジレンマや

困難感を軽減し，その専門性を発揮した活動を行える

環境の整備と，小児看護臨床経験等を補い，専門性を

高める研修等の開催，保育所看護師として長期的に働

くためのキャリア支援の必要性が示唆された。

　今回の研究結果から，休日保育を実施していないこ

とが保育所保健活動に対する自信に影響を与えていた

が，本研究では休日保育の実施割合が低かったことか

ら，休日保育を含む保育所特別事業の実施状況など職

場環境が与える影響としてさらに調査を深める必要が

ある。

3．本研究の限界

本調査は，新保育指針が公表されて初めての全国規

67

模の調査であり，保育所看護i師等の保育所保健活動に

対する自信に関する初めての研究である。しかレ現

代の子育て家族の共働きの現状や，女性の社会進出に

伴い，待機児童の問題など保育所不足は大きな社会問

題となっている。無認可保育施設や認証保育所などさ

まざまな選択肢の中で，認可保育所は条件が比較的

整っており，今回の全国調査は，保育現場の現状より

看護i師等の配置が進んでいる可能性が否定できない。

保育所保健活動について，明確に内容を明示しなかっ

たため，活動状況および自信についてのとらえ方等に

差が生じる可能性も否定できない。

V皿．結 論

　保育所看護師等が配置されている保育所における保

健活動に対する活動状況と自信の実態と，自信に影響

する因子を明らかにした。保育所看護i師等の保育所保

健活動に対する自信は，保健活動の実態，看護師配置

の意義の評価，保育所勤務年数休日保育の有無，子

育て経験，小児看護i臨床経験があることが影響を与え

ており，保育所看護師等の拡充への示唆が得られた。
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小児保健研究

〔Summary〕

　The　purpose　of　this　study　was　to　clarify　the　health

care　activity　of　nurses　working　for　nursery　schools，

self－con五dence　of　the　nurses，　and　the　factors　that　inf］u－

erlce　their　confidence．　The　questionnaire　was　investi－

gated　in　2，289　nationwide　authorized　nursery　schools，

and　the　nし1rses　and　the　nursery　school　directors　frorn　311

facilities　responded．　The　nursery　school　director　were

to　answer　to　the　background　information　of　the　nurs一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナery　school，　and　nurse　s　to　their　background，　nursery

school　health　care　activity，　and　self－confidence　in　their

work　were　asked　to　the　nurse．　The　self－confiderlce　of

nurses　was　measured　by　the　Likert　scale（From　l．　not

at　all　to　5．　very　confident）．

　　As　the　result，　the　average　of　total　score　of　16　items

to　see　the　self－confidence　was　53．7±8．7　points（range　33

～
80）．The　self－confidence　of　rlurses　in　each　health　care

activities　was　corresponding　to　the　health　care　activity

situation　in　the　nursery　school．　The　item　that　influences

self－confidence　in　the　nurse’s　health　care　activity　was　1）

　　　　　　　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

the　nurse　s　health　care　activity　situation　ln　their　nursery

school，　2）　the　value　of　the　existence　of　nurse　in　nursery

school，3）working　period　in　nursery　schools，4）job

on　holiday　child　care，　5）　the　experience　of　bringing　up

achild，　6）　the　clinical　experience　in　pediatrics　depart－

ment（backward　regression　method　p〈．05）．

　　Nurse　is　a　specialist　of　health　care　activity　in　nursery

schools．　Therefore，　developing　self－confidence　of　nurs－

es　in　health　care　activity　is　the　key　to　enhance　of　health

care　activity　in　nursery　schools．　The　necessity　of　the

training　for　nし1rses　to　encourage　their　confidence　is　sug－

gested．

〔Key　words〕

nursery　schools，　nurses，　confidence，

health　care　activities
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